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発
売
中
の
建
築
雑
志

「
カ
ー
サ

・
ア
ル
ー

タ
ス
」

（
二
月
号
）
に
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
特

集
が
相
ま
れ
て
い
る
。

「
『
絶
滅
建
築
』
を
救
え
　
日
本
モ
ダ

ニ

ズ
ム
の
危
機
」
。
全
国
で
消
失
す
る
モ
ダ

ニ

ズ
ム
建
築
の
紹
介
だ
が
、
董
唄
の
大
型
写
真

は
都
城
市
民
会
館
の
全
景
で
あ
る
。

大
空
を
つ
か
み
取
る
よ
う
に
広
が

っ
た
扇

状
の
屋
根
。
南
国
の
光
の
陰
影
を
く

っ
き
り

と
焼
き
付
け
る
長
大
な
梁

（は
り
）
…
。

だ
が
、
建
物
の
蔵
容
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
絶
滅
建
築
」
へ
の
危
機
感
を
訴
え
る
そ
の

特
集
が
現
実
の
も
の
に
な

っ
て
き
た
。

長
革
誠
市
長
が
同
市
民
会
館
の
解
体
の
意

向
を
表
明
。
日
本
モ
ダ

ニ
ズ
ム
建
築
の
象
徴

が
い
ま
鳳
前
の
と
も
し
び
に
な

っ
て
い
る
。

財
政
難
で
危
機
感
拡
大

都
城
市
民
会
館
の
存
廃
商
題
は
、
昨
年
の

市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
開
館
を
挟
ん
で
、
市

民
の
間
で
活
発
に
論
議
さ
れ
て
き
た
。

そ
れ
を
集
約
す
る
た
め
市
は
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
。

「
解
体
す
る
」
が
８２

・

９
夕
に
上
り
、

「
存
続
す
る
」
の
１５
　
９
％

を
大
き
く
上
回

っ
て
い
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は

「
解
体
」

「
存
続
」
の

双
方
か
ら
財
政
問
題
、
文
化
的
価
値
、
ホ
ー

ル
と
し
て
の
機
能
な
ど
を
め
ぐ

っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

長
革
市
長
は
、
最
終
的
に
は
こ
の
ア
ン
ケ

―
卜
結
果
を
重
視
「
今
後
予
想
さ
れ
る
財
政

負
担
や
、
新
た
な
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
開

館
な
ど
を
理
由
に
、
同
市
民
会
館
の

「
解

体
」
を
決
断
し
た
。

市
民
の
多
く
が

「
解
体
」
を
望
ん
だ
理
由

に
、
年
間
五
千
万
円
と
さ
れ
る
維
持
管
理
貫

が
あ

っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

財
政
難
に
加
え
、
市
民
会
館
の
老
朽
化
と

新
た
な
文
化
ホ
ー
ル
の
維
持
が

「
屋
上
虜
」

の
印
象
を
与
え
た
の
だ
つ

つ
。

四
年
前
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
条
件
付

き
を
含
め

「
字
祝
」
が
過
半
数
を
占
め
て
い

た
だ
け
に
、
今
回
の
逆
転
は
市
民
に
も
危
穣

感
が
拡
大
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
循
環
」
思
想
を
先
取
リ

市
民
会
館
を
め
ぐ
る
市
民
、
お
よ
び
関
係

団
体
を
巻
き
込
ん
だ
論
議
は
、
市
政
の
重
要

テ
ー
マ
を
考
え
る
上
で
評
価
し
た
い
。

た
だ
、
少
し
気
に
な
る
点
が
あ
る
。
公
共

建
築
物
の
行
方
が
日
の
前
の
財
政
論
議
を
軸

に
進
め
ら
れ
、
文
化
的
　
長
観
的
側
面
が
後

景
に
退
け
ら
れ
た
印
象
の
あ
る
こ
と
だ
。

同
知
の
こ
と
だ
が
、

一
九
六
六
年
開
館
の

同
市
長
会
館
は
、
日
本
に
現
存
す
る
モ
ダ
ニ

ズ
ム
建
築
の
傑
作
と
言
わ
れ
て
い
る
。

外
観
の
大
担
さ
だ
け
で
は
な
い
。
メ
タ
ボ

リ
ズ
ム

（新
陳
代
謝
）
と
い
う
当
時
の
先
鏡

的
理
論
を
ベ
ー
ス
に
、
時
代
に
よ

っ
て
建
物

を

「
成
長
」
さ
せ
る
構
造
を
採

っ
て
い
た
。

つ
ま
り
用
済
み
後
の

「
廃
葉
」
と
い
う
方

向
で
は
な
く
、
現
代
の

「
循
環
」
思
想
を
先

取
り
し
て
い
た
側
面
も
あ
る
の
だ
。

見
逃
さ
れ
が
う
だ
が
、
日
本
を
代
表
す
る

モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
存
在
が
、
ど
れ
だ
け
都

城
市
の
街
並
み
に
豊
厚
感
と
彩
り
を
添
え
て

い
た
こ
と
か
。
そ
れ
ら
が
全
国
で
姿
を
消
し

て
い
く
中
で
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

も
と
よ
り
同
市
に
い
た
ず
ら
に
財
政
負
担

を
求
め
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
例
え
ば

運
営
を
任
せ
る
指
定
管
理
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

（特
定
非
営
型
清
動
法
人
）
は
全
国
に
皆
無

だ
ろ
う
か
。
広
く
市
長
に
活
用
法
の
ア
イ
デ

ア
を
募

っ
た
の
か
ど

つヽ
か
…
。
解
体
す
る
だ

け
で
も
数
億
は
か
か
る
の
で
あ
る
。

公
共
奪
築
物
の
安
易
な
解
体
論
は
、

「
失

う
」
こ
と
の
薦
切
な
感
覚
を
鈍
ら
せ
る
。
目

先
の
利
益
を
追

っ
て
破
壊
さ
れ
た

「
自
然
」

や
軽
ん
じ
ら
れ
る

「
命
」
の
よ
う
に
。

街
づ
く
り
に
も

「
も

っ
た
い
な
い
」
感
覚

を
生
か
し
た
い
。

「
使
い
捨
て
」
時
代
を
乗

り
越
え
よ
う
と
し
た
建
物
が
、
そ
の
風
潮
に

無
言
の
抗
議
を
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

官ぬDBユh岬

「失
う
」意
味
再
考
し
街
並
み
保
存


